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施
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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土

地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
起
業
者
の
名
称

白
州
町

二
　
事
業
の
種
類

白
州
町
大
坊
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
事
業

三
　
起
業
地

収
用
の
部
分
　
北
巨
摩
郡
白
州
町
大
字
大
坊
字
前
田
地
内

使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

白
州
町
役
場
環
境
課

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。平

成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
施
行
者
の
名
称

境
川
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
八
代
都
市
計
画
下
水
道
事
業
境
川
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
元
年
八
月
十
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

東
八
代
郡
境
川
村
大
字
大
窪
字
赤
羽
、
字
出
間
、
字
中
道
、
字
廣
道
、
字
熊
ノ
堂
、
字
滝
ノ
上
、

字
横
田
、
字
広
才
ヶ
、
字
破
場
及
び
字
下
破
場
の
各
一
部
並
び
に
大
字
藤
垈
字
滝
ヶ
原
、
字
水
口
、

字
後
町
、
字
大
塚
、
字
辻
、
字
切
付
、
字
室
屋
、
字
蘇
在
塚
、
字
北
ノ
宮
、
字
諏
訪
前
、
字
日
向
、

字
後
子
ノ
神
、
字
諏
訪
尻
、
字
八
乙
女
、
字
御
所
山
及
び
字
下
帯
石
の
各
一
部
並
び
に
大
字
寺
尾

字
上
原
、
字
北
原
、
字
百
駄
沢
、
字
上
寺
尾
、
字
白
戸
、
字
万
合
地
、
字
中
寺
尾
、
字
稲
干
場
、

字
前
付
、
字
日
影
田
、
字
別
当
、
字
山
崎
、
字
大
木
前
、
字
坂
下
、
字
天
神
、
字
宮
ノ
前
、
字
権

上
、
字
日
向
林
、
字
松
葉
田
、
字
前
田
、
字
間
門
、
字
物
見
塚
、
字
北
ノ
山
及
び
字
下
寺
尾
の
各

一
部
並
び
に
大
字
大
黒
坂
字
上
屋
敷
、
字
上
嶽
及
び
字
一
の
沢
の
各
一
部
並
び
に
大
字
小
黒
坂
字

宝
塚
の
全
部
並
び
に
大
字
小
黒
坂
字
手
古
松
、
字
立
石
、
字
一
の
沢
、
字
大
蔵
、
字
黒
木
、
字
銭

神
、
字
神
ノ
木
、
字
前
田
、
字
中
耕
地
、
字
四
石
田
、
字
山
田
、
字
間
ノ
田
、
字
柳
原
、
字
水
上

及
び
字
金
山
の
各
一
部
並
び
に
大
字
前
間
田
字
宮
ノ
上
、
字
新
畑
、
字
久
保
田
、
字
宮
ノ
前
、
字

宮
ノ
下
、
字
仲
坪
、
字
浅
川
、
字
侭
ノ
上
、
字
石
原
田
及
び
字
西
原
の
各
一
部
並
び
に
大
字
小
山

字
曽
利
田
、
字
東
久
保
、
字
中
村
、
字
中
丸
、
字
神
田
、
字
西
窪
、
字
京
原
、
字
神
ノ
前
及
び
字

堤
の
各
一
部
並
び
に
大
字
石
橋
字
上
組
、
字
柿
ノ
木
、
字
具
元
、
字
佃
、
字
七
反
田
、
字
仲
ノ
坪
、

字
下
釜
田
、
字
上
穂
垂
、
字
下
穂
垂
、
字
蕨
田
、
字
佛
具
、
字
下
永
塚
、
字
南
仲
ノ
町
、
字
北
仲

ノ
町
、
字
水
口
、
字
先
屋
敷
、
字
万
福
寺
、
字
東
大
通
路
及
び
字
西
大
通
路
の
全
部
並
び
に
大
字

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
五
五

山
梨
県
公
報
平
成
十
四
年七

月
八
日

第
千
三
百
二
号

月　曜　日

、



石
橋
字
南
砂
吐
、
字
松
ノ
木
田
、
字
一
丁
目
、
字
車
地
蔵
、
字
毘
沙
門
、
字
本
光
寺
、
字
宮
前
、

字
山
本
、
字
志
村
、
字
薬
林
寺
、
字
四
反
田
、
字
神
田
、
字
飛
禅
、
字
尺
田
、
字
久
保
田
、
字
上

釜
田
、
字
五
反
田
、
字
伊
勢
前
、
字
内
河
原
、
字
西
天
神
南
割
、
字
西
天
神
北
割
、
字
東
天
神
、

字
溜
井
、
字
東
清
水
、
字
横
田
、
字
西
清
水
、
字
若
目
、
字
白
光
田
、
字
川
向
及
び
字
赤
座
の
各

一
部
並
び
に
大
字
三
椚
字
上
向
、
字
下
向
、
字
川
久
保
、
字
西
川
、
字
堀
向
、
字
東
畑
、
字
彼
岸

田
、
字
八
講
田
及
び
字
三
録
町
の
各
一
部
並
び
に
大
字
大
坪
字
八
反
田
、
字
鶴
田
、
字
獅
ヶ
坪
、

字
小
町
田
、
字
荒
井
及
び
字
恵
又
の
各
一
部
並
び
に
東
八
代
郡
中
道
町
大
字
上
曽
根
字
鳶
、
字
久

保
田
、
字
宿
入
及
び
字
一
丁
田
並
び
に
大
字
白
井
字
深
田
の
各
一
部

２
　
使
用
の
部
分

な
し

公
　
　
　
告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
四
年
六
月
二
十
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
か
ぶ
と
む
し
村

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
中
村
清
治

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
大
月
市
賑
岡
町
奥
山
千
二
百
九
十
二
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
知
的
障
害
児
及
び
痴
呆
性
老
人
に
対
し
て
、
デ
イ
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
知
的
障
害
児
及
び
痴
呆
性
老
人
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
四
年
六
月
二
十
五
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
茅
ヶ
岳
歴
史
文
化
研
究
所

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
小
泉
昭
明

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
北
巨
摩
郡
明
野
村
上
手
八
千
三
百
十
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
主
に
山
梨
県
内
に
在
住
す
る
人
々
に
対
し
て
、
文
化
財
に
関
す
る
情
報
と
役
務

を
提
供
し
、
地
域
史
に
関
す
る
知
識
、
理
解
の
深
化
、
文
化
財
保
護
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
茅
ヶ

岳
山
麓
お
よ
び
周
辺
地
域
の
文
化
財
と
歴
史
環
境
を
保
全
、
活
用
す
る
こ
と
を
も
っ
て
公
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
十
四
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施

財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
知
事
か
ら
委

任
さ
れ
た
行
政
書
士
試
験
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
試
験
の
施
行
に
関
す
る
定
め
（
平
成
十
一
年
自
治
省

告
示
第
二
百
五
十
号
）
第
八
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
　
砂
　
子
　
田
　
　
　
　
隆

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
五
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
五
七

１
　
試
験
期
日
　
　
平
成
１
４
年
１
０
月
２
７
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
３
０
分
ま
で
�

２
　
試
験
場
所
　
　
甲
府
市
酒
折
２
丁
目
４
番
５
号
　
山
梨
学
院
大
学
�

３
　
試
験
の
科
目
及
び
方
法
�

　
（
１
）
試
験
科
目
�

　
（
２
）
試
験
の
方
法
�

　
　
　
ア
　
試
験
は
、
筆
記
試
験
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
�

　
　
　
イ
　
出
題
の
形
式
は
、
「
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法
令
等
」
は
択
一
式
及
び
記
述
式
、
「
一
般
教
養
」
は

　
　
　
　
　
択
一
式
と
し
ま
す
。
�

４
　
受
験
手
続
�

　
（
１
）
受
付
期
間
　
平
成
１
４
年
８
月
５
日
（
月
）
か
ら
８
月
３
０
日
（
金
）
ま
で
�

　
（
２
）
受
付
場
所
（
財
）
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
�

　
（
３
）
提
出
書
類
　
受
験
願
書
と
一
緒
に
配
布
す
る
封
筒
に
よ
り
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
あ
て
先
は
印

　
　
　
　
　
　
　
　
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
）。
８
月
３
０
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
�

　
（
４
）
受
験
手
数
料
　
７
,０
０
０
円
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
験
手
数
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
（
５
）
試
験
案
内
及
び
受
験
願
書
の
配
布
方
法
、
配
布
期
間
及
び
配
布
場
所
�

　
　
　
ア
　
郵
便
配
布
�

　
　
　
　
○
　
配
布
期
間
　
平
成
１
４
年
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
８
月
２
３
日
（
金
）
ま
で
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
１
６
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
号
：
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き
さ
）
を
同
封
し
た
上
、
封
筒
の
表
に
「
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
士
試
験
願
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
、
下
記
あ
て
先
ま
で
郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
（
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
２
３
日
必
着
の
こ
と
）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
名
　
称
　
　（
財
）
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
住
　
所
　
　
〒
１
５
２
－
８
７
９
９
　
目
黒
郵
便
局
留
�

　
　
　
イ
　
備
え
置
き
・
配
布
窓
口
�

　
　
　
　
○
　
備
え
置
き
・
配
布
期
間
　
平
成
１
４
年
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
８
月
３
０
日
（
金
）
ま
で
�

　
　
　
　
○
　
備
え
置
き
・
配
布
場
所
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
山
梨
県
行
政
書
士
会
：
甲
府
市
丸
の
内
１
－
９
－
１
１
山
梨
県
民
会
館
３
階
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
山
梨
県
総
務
部
私
学
文
書
課
：
甲
府
市
丸
の
内
１
－
６
－
１
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
峡
中
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
地
域
振
興
課
：
甲
府
市
丸
の
内
１
－
６
－
１
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
峡
東
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
総
務
課
：
塩
山
市
上
塩
後
１
２
３
９
－
１
東
山
梨
合
同
庁
舎
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
峡
南
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
総
務
課
：
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
７
７
１
－
２
南
巨
摩
郡
合
同
庁
舎
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
峡
北
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
総
務
課
：
韮
崎
市
本
町
４
－
２
－
４
北
巨
摩
合
同
庁
舎
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
総
務
課
：
都
留
市
田
原
３
－
３
－
３
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
都
留
合
同
庁
舎
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
�

試
　
　
験
　
　
科
　
　
目
�

一
般
教
養
（
出
題
数
　
２
０
題
）
�

内
　
　
　
　
容
　
　
　
　
等
�

行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要

な
法
令
等
（
出
題
数
　
４
０
題
）
�

　
行
政
書
士
法
（
行
政
書
士
法
施
行
規
則
を
含
む
。
）、憲
法
、
民
法
、
行
政
法
、

地
方
自
治
法
、
行
政
手
続
法
、
行
政
不
服
審
査
法
、
戸
籍
法
、
住
民
基
本
台
帳
法
、

労
働
法
、
商
法
、
税
法
及
び
基
礎
法
学
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
題
し
、
法
令
に

つ
い
て
は
、
平
成
１
４
年
４
月
１
日
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
法
令
に
関
し
て
出

題
し
ま
す
。
�

　
（
６
）
連
絡
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）
�

　
　
　
（
財
）
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
電
話
番
号
　
０
３
（
５
７
２
５
）
７
４
６
０
�

５
　
特
例
措
置
の
実
施
�

　
　
身
体
の
機
能
に
著
し
い
障
害
の
あ
る
方
は
、
障
害
の
状
態
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験

　
申
込
み
に
先
立
っ
て
連
絡
先
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

６
　
合
格
発
表
の
日
時
及
び
方
法
�

　
（
１
）
日
　
時
　
平
成
１
５
年
１
月
１
５
日
（
水
）
　
午
前
９
時
�

　
（
２
）
方
　
法
（
財
）行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
公
示
（
掲
示
）
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
公
示
後
、
受
験
者
全
員
に
合
否
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
�



土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
甲
西

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

青
木
　
一
郎
　
中
巨
摩
郡
甲
西
町
秋
山
六
九
〇
番
地

平
成
十
四
年
六
月
三
日

同
　

石
川
　
　
晃
　
同
　
　
　
　
　
　
古
市
場
三
一
九
番
地

同

同
　

今
沢
　
忠
文
　
同
　
　
　
　
　
　
鮎
沢
一
二
一
二
番
地

同

同
　

中
山
　
高
光
　
同
　
　
　
　
　
　
湯
沢
一
一
番
地

同

同
　

塩
沢
　
　
博
　
同
　
　
　
　
　
　
落
合
二
一
六
三
番
地

同

同
　

深
沢
　
　
誠
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
九
番
地

同

同
　

塩
沢
　
正
哉
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
六
番
地

同

同
　

深
沢
　
真
一
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
一
番
地

同

同
　

新
津
　
安
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
九
番
地

同

同
　

新
津
　
高
之
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
二
番
地

同

同
　

矢
崎
　
民
子
　
同
　
　
　
　
　
　
塚
原
二
一
番
地

同

同
　

小
松
　
孝
夫
　
同
　
　
　
　
　
　
川
上
三
八
一
番
地

同

同
　

石
川
　
　
武
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
五
番
地

同

同
　

北
村
　
像
盛
　
同
　
　
　
　
　
　
鮎
沢
二
二
五
番
地

同

同
　

今
津
　
三
夫
　
同
　
　
　
　
　
　
湯
沢
八
三
〇
番
地

同

同
　

高
石
富
士
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
九
番
地

同

同
　

横
沢
　
信
春
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
九
番
地

同

同
　

塩
沢
　
雅
徳
　
同
　
　
　
　
　
　
落
合
二
〇
三
九
番
地

同

同
　

新
津
　
人
実
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
二
番
地

同

同
　

金
子
　
孝
男
　
同
　
　
　
　
　
　
塚
原
一
三
九
一
番
地

同

監
　
事

高
石
　
鷹
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
湯
沢
九
〇
七
番
地

同

同
　

依
田
　
仁
六
　
同
　
　
　
　
　
　
鮎
沢
一
四
四
番
地

同

同
　

新
津
　
守
国
　
同
　
　
　
　
　
　
落
合
八
三
一
番
地

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

今
沢
　
忠
文
　
中
巨
摩
郡
甲
西
町
鮎
沢
一
二
一
二
番
地
　
平
成
十
四
年
六
月
四
日

同
　

高
石
　
鷹
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
湯
沢
九
〇
七
番
地

同

同
　

塩
沢
　
隆
紀
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
番
地

同

同
　

塩
沢
　
貞
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
番
地

同

同
　

今
津
　
幸
喜
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
一
番
地

同

同
　

荻
原
　
眞
次
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四
番
地

同

一

同
　

深
沢
　
　
誠
　
同
　
　
　
　
　
　
落
合
二
二
八
九
番
地

同

同
　

依
田
　
幸
蔵
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
五
番
地

同

同
　

塩
沢
　
雅
徳
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
九
番
地

同

同
　

深
沢
　
経
生
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
番
地

同

同
　

新
津
　
人
実
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
二
番
地

同

同
　

新
津
　
政
明
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
〇
番
地

同

同
　

依
田
　
清
登
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
七
番
地

同

六

同
　

新
津
　
森
次
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
五
番
地

同

同
　

石
川
　
長
夫
　
同
　
　
　
　
　
　
塚
原
二
七
七
番
地

同

同
　

金
子
　
正
勝
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
二
番
地

同

同
　

石
川
　
　
勇
　
同
　
　
　
　
　
　
川
上
五
六
九
番
地

同

同
　

浅
川
　
　
誠
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
四
番
地

同

同
　

野
田
　
廣
茂
　
同
　
　
　
　
　
　
鮎
沢
一
五
三
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
五
八



同
　

小
林
　
順
一
　
同
　
　
　
　
　
　
古
市
場
一
六
九
番
地

同

一

監
　
事
　
市
橋
　
幸
男
　
同
　
　
　
　
　
　
湯
沢
四
三
番
地

同

同
　

新
津
　
清
二
　
同
　
　
　
　
　
　
落
合
一
二
三
六
番
地

同

同
　

藤
巻
　
磯
雄
　
同
　
　
　
　
　
　
鮎
沢
五
七
九
番
地

同

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
及
び
開
示
方
法
（
平
成
五
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
村
　
　
松
　
　
　
　
　
晃

「

総
合
得
点
及
び
順
位
（
第

一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
山
梨
県
を
第
一
志

望
と
し
、
か
つ
、
山
梨
県

「

に
お
い
て
不
合
格
と
な
っ

総
合
得
点
及
び
順
位
（
第
　
同
右
　

た
者
に
係
る
も
の
に
限
る

一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い

。
た
だ
し
、
静
岡
県
を
第

表
中

て
は
、
山
梨
県
の
み
を
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

二
志
望
と
し
、
か
つ
、
静

望
し
た
不
合
格
者
に
係
る
　

岡
県
に
お
い
て
最
終
合
格

も
の
に
限
る
。）

し
た
者
に
係
る
も
の
を
除

」

く
。）

一
　
山
梨
県
の
み

を
志
望
し
た
者

に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
合

格
発
表
日
か
ら

一
月
間

「

二
　
山
梨
県
と
山
　
　
　
　
　
　
小
中
学
校
事
務
職
員
採
用
　
同
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右

梨
県
以
外
の
都
　
　
に
、

試
験

県
を
併
せ
て
志

望
し
た
者
に
係

る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
都

県
の
最
終
合
格

発
表
日
か
ら
一

月
間

」

「

小
中
学
校
事
務
職
員
採
用
　
総
合
得
点
及
び
順
位
（
第
　
合
格
発
表
日
か
ら

試
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
　
一
月
間

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
不
合
格
者
に
係
る

」

も
の
に
限
る
。）

」

に
改
め
る
。

平
成
十
四
年
度
山
梨
県
職
員
採
用
初
級
及
び
小
中
学
校
栄
養
職
員
採
用
試
験
の
実
施

平
成
十
四
年
度
山
梨
県
職
員
採
用
初
級
及
び
小
中
学
校
栄
養
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
村
　
　
松
　
　
　
　
晃

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
五
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
〇

１
　
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等
�

２
　
受
験
資
格
�

　
（
１
）
資
格
及
び
免
許
�

　
（
２
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
�

　
　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
「
学
校
栄
養
」
は
除
く
。
）
�

　
　
　
②
地
方
公
務
員
法
第
１
６
条
に
該
当
す
る
者
（
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
）
�

　
　
　
・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）
�

　
　
　
・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
�

　
　
　
・
山
梨
県
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
�

　
　
　
・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　
　
　
　
又
こ
れ
に
加
入
し
た
者
�

３
　
試
験
日
及
び
試
験
会
場
�

試
験
区
分
�

初
級

�

採
用
予
定
�

人
員

�

若
干
名
�

１
名
程
度
�

１
名
程
度
�

２
名
程
度
�

県
の
各
機
関
に
勤
務
し
、
一
般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
。
�

県
警
察
の
各
機
関
に
勤
務
し
、
一
般
事
務
に
従
事
す
る
。
�

主
と
し
て
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
、
治
山
・
林
道
等
の
事
業
に
関
す

る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
業
務
に
従
事
す
る
。
�

県
内
の
公
立
小
中
学
校
又
は
共
同
調
理
場
に
勤
務
し
、
学
校
給
食
に
関

す
る
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。
�

試
験
職
種
�

学
校
栄
養
�

行
政

�

土
木

�

警
察
事
務
�

職
　
　
　
務
　
　
　
内
　
　
　
容
�

試
験
区
分
�

初
級

�
昭
和
５
６
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６
０
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
�

昭
和
５
１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
栄
養
士

の
免
許
取
得
者
又
は
平
成
１
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
者
�

試
験
職
種
�

学
校
栄
養
�

行
政

�

土
木

�

警
察
事
務
�

資
　
　
　
格
　
・
　
免
　
　
　
許
�

区
　
　
　
分
�

第
２
次
�

試
験
�

平
成
１
４
年
９
月
２
９
日
（
日
）
�

（
受
付
時
間
）
午
前
８
時
３
０
分
～
午
前
９
時
�

※
行
政
及
び
警
察
事
務
の
試
験
は
正
午
頃
、
土

　
木
及
び
学
校
栄
養
の
試
験
は
午
後
３
時
３
０

　
分
頃
そ
れ
ぞ
れ
終
了
予
定
。
�

平
成
１
４
年
１
０
月
１
８
日
（
金
）
�

平
成
１
４
年
１
１
月

７
日
（
木
）
�

試
験

日
�
試

験
会

場
�

第
１
回
�

第
２
回
�

第
１
次
試
験
�

山
　
梨
　
学
　
院
　
大
　
学
�

（
甲
府
市
酒
折
２
－
４
－
５
）
�

甲
　
　
府
　
　
市
　
　
内
�

（
第
１
次
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
。
）�

こ
�

４
　
試
験
方
法
�

（
別
掲
）
　
　
　
　
　
　
　
教
　
養
　
試
　
験
・
専
　
門
　
試
　
験
　
出
　
題
　
分
　
野
�

５
　
合
格
者
の
発
表
�

上
記
の
掲
載
内
容
（
合
格
者
の
受
験
番
号
）
は
、
掲
示
後
、
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/）
に

掲
載
す
る
。
（
掲
載
期
間
は
掲
載
後
１
４
日
間
。
発
表
当
日
は
回
線
が
混
み
合
う
可
能
性
が
あ
る
。
）
�

　
な
お
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
応
じ
な
い
。
�

区
分
�

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

を
行
う
。
�

・
出
題
数
は
５
０
題
と
す
る
。
�

・
出
題
分
野
は
別
掲
の
と
お
り
と
す
る
。
�

試
験
職
種
に
応
じ
た
専
門
的
知
識
、
能
力
等
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

行
う
。
な
お
、
行
政
及
び
警
察
事
務
の
試
験
職
種
は
、
専
門
試
験
を
実
施
し
な
い
。
�

・
出
題
数
は
４
０
題
と
す
る
。
�

・
出
題
分
野
は
別
掲
の
と
お
り
と
す
る
。
�

文
章
に
よ
る
表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
、
記
述
式
に
よ
る
試
験
を
行
う
。
�

人
柄
、
性
向
等
を
み
る
た
め
、
個
別
面
接
を
行
う
。
�

受
験
資
格
の
有
無
、
申
込
書
記
載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。
�

公
務
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
必
要
な
素
質
及
び
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検

査
を
行
う
。
�

職
務
遂
行
上
必
要
な
健
康
度
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
所
定
の
「
身
体
検
査
書
」

に
よ
り
検
査
を
行
う
。
�

試
験
種
目
�

資
格

調
査

�

教
養

試
験

�

（
試
験
時
間
１２０
分
）�

専
門

試
験

�

（
試
験
時
間
１２０
分
）�

作
文

�
（
試
験
時
間
６０
分
）�

人
物
試
験
Ⅰ
�

人
物
試
験
Ⅱ
�

身
体

検
査

�

試
験
種
目
�

教
養
試
験
�

専
門
試
験
�

試
験

職
種

�

全
職

種
�

共
通

�

土
木

�

学
校

栄
養

�

知
識
分
野
‥
‥
社
会
科
学
、
人
文
科
学
、
自
然
科
学
等
�

知
能
分
野
‥
‥
文
章
理
解
、
判
断
推
理
、
数
的
処
理
、
資
料
解
釈
等
�

数
学
・
物
理
・
情
報
技
術
基
礎
、
土
木
設
計
、
水
理
、
土
質
力
学
、
�

測
量
、
土
木
計
画
、
土
木
施
工
等
�

公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学
、
調
理
理
論
、
�

栄
養
指
導
等
� 出

題
分

野
�

内
　

　
　

容
�

第
１
次
試
験
合
格
者
�

最
終
合
格
者
�

１
０
月
上
旬
�

１
１
月
中
旬
�

山
梨
県
庁
の
掲
示
板
（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ぎ
わ
）
に
受
験
番
号
を

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
通
知
す
る
。
�

山
梨
県
庁
の
掲
示
板
（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ぎ
わ
）
に
受
験
番
号
を

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
第
２
次
試
験
受
験
者
全
員
に
、
結
果
を
通
知
す
る
。
�

第１次試験�第２次試験�

第１回�第２回�



第
五
十
九
回
（
平
成
十
四
年
度
）
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
の
実
施

第
五
十
九
回
（
平
成
十
四
年
度
）
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
村
　
　
松
　
　
　
　
　
晃

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
一

６
　
試
験
結
果
の
開
示
�

９
　
受
　
験
　
手
　
続
�

試
　
　
験
�

第
１
次
試
験
�

第
２
次
試
験
�

開
示
請
求
で
き
る
者
�

開
　
示
　
内
　
容
�

総
合
得
点
及
び
順
位
�

開
　
示
　
場
　
所
�

人
事
委
員
会
事
務
局
�

開
　
示
　
期
　
間
�

合
格
発
表
日
か
ら
�

１
月
間
�

不
　
合
　
格
　
者
�

受
　
験
　
者
�

試
　
験
　
職
　
種
�

申
込
方
法
�
申
込
書
及
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
持
参
す
る
か
、又
は
郵
送
す
る
こ
と
。

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
初
級
受
験
」又
は「
学
校
栄
養
受
験
」と
朱
書
し
、必
ず
書
留
郵
便
に
す
る
こ
と
。
�

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
�

〒
４００
－
８５０１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
－
６
－
１（
県
庁
別
館
３
階
）℡
０５５
－
２２３
－
１８２１

�

平
成
１４
年
８
月
２２
日（
木
）か
ら
平
成
１４
年
９
月
９
日（
月
）ま
で
に（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。
）。
郵
送
の
場
合

は
、９
月
９
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。
�

受
付
時
間
は
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
�

受
験
票
は
、９
月
１９
日
頃
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
郵
送
す
る
。そ
れ
ま
で
に
受
験
票
が
到
着
し
な
い
場
合
は
、問
い
合

わ
せ
る
こ
と
。
�

受
験
票
が
到
着
し
た
ら
、申
込
み
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
タ
テ
６
㎝
、ヨ
コ
５
㎝
、上
半
身
、脱
帽
正
面
向

き
の
も
の
）を
受
験
票
に
は
り
、試
験
当
日
必
ず
持
参
す
る
こ
と
。
�

受
験
票
に
写
真
を
は
っ
て
な
い
場
合
は
受
験
で
き
な
い
。
�

受
付
期
間
�

問
い
合
わ
せ
�

申
　
込
　
先
�

受
験
票
の
交
付
�

初
級
職
（
高
校
卒
）�

学
校
栄
養
（
短
大
二
卒
）�

初
　
任
　
給
（
円
）
�

そ
　
の
　
他
　
手
　
当
�

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
扶
養
手
当
、
期
末
・

勤
勉
手
当
等
が
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
。
�

１
４
６
,５
０
０
�

１
６
１
,５
０
０
�

　
こ
の
採
用
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
口
頭
で
開

示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

　
な
お
、
電
話
、
は
が
き
等
に
よ
る
請
求
で
は
開
示
で
き
な
い
の
で
、
受
験
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
学

生
証
又
は
身
分
証
明
書
、
運
転
免
許
証
、
受
験
番
号
票
等
）
を
持
参
の
う
え
、
受
験
者
本
人
が
直
接
開
示
場
所
へ
来
る
こ
と
。
�

７
　
合
格
か
ら
採
用
ま
で
�

８
　
給
　
　
与
�

初
任
給
は
、
採
用
前
の
経
歴
な
ど
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
�

　
合
格
者
は
、
試
験
職
種
ご
と
に
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
成
績
順
に
登
載
さ
れ
、
任
命
権
者
（
知
事
、
教
育
委
員

会
等
）
が
採
用
者
を
決
定
す
る
。
�

　
な
お
、
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
１
年
間
で
あ
る
。
�

　
資
格
・
免
許
を
必
要
と
す
る
試
験
職
種
に
あ
っ
て
は
、
指
定
日
ま
で
に
資
格
・
免
許
を
取
得
で
き
な
い
者
は
、
採
用
候

補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
も
採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
う
。
�

１０
　
そ
　
の
　
他
�

・
複
数
の
試
験
職
種
の
申
し
込
み
は
で
き
な
い
。
�

・
受
付
期
間
終
了
後
の
試
験
職
種
の
変
更
は
認
め
な
い
。
�

・
試
験
当
日
、
受
付
時
間
に
遅
れ
た
者
は
受
験
で
き
な
い
。
�

・
試
験
当
日
、
受
験
票
に
は
写
真
（
上
記
規
格
）
を
は
っ
て
持
参
す
る
こ
と
。
�

　
写
真
の
な
い
者
は
、
受
験
で
き
な
い
。
�

・
試
験
当
日
、
受
験
票
、
筆
記
具
及
び
鉛
筆
削
り
を
持
参
す
る
こ
と
。
（
な
お
、
筆
記
具
に
つ
い
て
は
、
解
答
を
機
械
で

　
読
み
取
る
の
で
、
濃
さ
は
Ｈ
Ｂ
と
し
、
先
が
細
い
も
の
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
書
き
直
し
の
で
き
な
い
も
の
は
不
可
。

　
ま
た
、
消
し
ゴ
ム
も
砂
消
し
な
ど
紙
を
破
損
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
は
不
可
。
）
�

・
土
木
及
び
学
校
栄
養
の
受
験
者
は
、
昼
食
を
持
参
す
る
こ
と
。
�

・
携
帯
電
話
等
に
つ
い
て
、
試
験
中
の
使
用
（
時
計
代
わ
り
の
使
用
も
含
む
。
）
は
認
め
な
い
。
�

・
大
学
構
内
に
は
駐
車
で
き
な
い
の
で
、
電
車
、
バ
ス
等
を
利
用
す
る
こ
と
。
�

�



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
二

試
　
験
　
職
　
種
�

試
験
職
種
�

年
齢
及
び
性
別
�

学
歴

警
　
察
　
官
Ｂ（
男
性
）�

警
　
察
　
官
Ｂ（
女
性
）�

警
察
官
Ｂ（
男
性
）�

警
察
官
Ｂ（
女
性
）�

都
県
名
�

山
梨
県
�

警
視
庁
�

神
奈
川
県
�

静
岡
県
�

山
梨
県
�

都
県
名
�

山
梨
県
�
昭
和
４７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６
０
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
�

昭
和
４７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６
０
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性
�

昭
和
４７
年
９
月
２３
日
か
ら
昭
和
６０
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
�

神
奈
川
県
�

静
岡
県
�

警
視
庁
�

山
梨
県
�

採
用
予
定
人
員
�

１
５
名
程
度
�

２
名
程
度
�

２
名
程
度
�

２
名
程
度
�

２
名
程
度
�

職
　
務
　
内
　
容
�

　
個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪

の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
、
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

の
任
務
に
従
事
す
る
。
�

次
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
な
い
。
�

〈
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た
者
若
し
く

は
平
成
１
５
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
又
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
る
者
〉
�

○
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
の
第
１
次
試
験
は
、
山
梨
県
が
警
視
庁
（
東
京
都
）
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
と
共
同
で
実
施
す
る
。
�

�

○
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
の
受
験
申
込
み
の
際
、
志
望
す
る
都
県
を
第
２
志
望
ま
で
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

　
た
だ
し
、
山
梨
県
以
外
の
都
県
を
第
１
志
望
と
し
た
場
合
に
は
、
山
梨
県
を
第
２
志
望
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
�

�

○
第
１
次
試
験
で
第
１
志
望
都
県
に
合
格
し
た
者
は
、
第
２
志
望
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
�

○
受
験
年
齢
は
、
各
都
県
に
よ
り
異
な
る
の
で
、
志
望
都
県
選
択
の
際
に
は
、
各
都
県
の
受
験
年
齢
を
確
認
す
る
こ
と
。
�

○
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
及
び
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
の
第
２
次
試
験
は
、
山
梨
県
と
他
の
都
県
で
は
別
に
実
施
す
る
。
�

○
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
山
梨
県
以
外
の
都
県
を
志
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
�

�

○
同
一
年
度
内
に
実
施
す
る
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
［
（
男
性
）
、
（
男
性
／
武
道
指
導
）
及
び
（
女
性
）
］
と
警
察
官
Ｂ

　
採
用
試
験
［
（
男
性
）
及
び
（
女
性
）
］
の
両
方
を
受
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
�

○
受
付
期
間
終
了
後
は
、
試
験
職
種
、
志
望
都
県
及
び
志
望
順
位
の
変
更
は
で
き
な
い
。
�

１
　
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等
�

２
　
受
　
験
　
資
　
格
�

　
　
年
齢
・
性
別
・
学
歴
等
�

（
注
）
「
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
る
者
」
に
つ
い
て
は
、
志
望
す
る
各
都
県
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
�

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
な
い
。
�

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
�

　
②
地
方
公
務
員
法
第
１
６
条
に
該
当
す
る
者
（
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
）
�

　
　
・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
。
）
�

　
　
・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
�

　
　
・
志
望
す
る
都
県
の
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
�

　
　
・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　
　
　
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者
�

こ
�

�

山
梨

県
� 第

１
回

�

第
２

回
�

区
分

�
実

施
日
�

場
所

�

区
分

�

教
養

試
験

�
警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に

つ
い
て
、
高
等
学
校
で
履
修
し
た
程
度
の
試
験
を

行
う
。
択
一
式
に
よ
り
５
０
題
出
題
す
る
。
�

職
務
遂
行
上
必
要
な
身
体
的
・
体
力
的
条
件
を
満
た
す
か
否
か
に
つ
い
て
検
査
す
る
。

（
検
査
項
目
別
掲
）
�

（
出
題
分
野
）
社
会
・
人

文
・
自
然
・
判
断
推
理
・
数

的
処
理
・
文
章
理
解
・
資
料

解
釈
等
�

身
体
・
体
力
検
査
�

（
試
験
時
間
１
２
０
分
）�

内
容

区
分

�
内

容

同
上

�

甲
府

市
内

�

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
。
）�

そ
の
他
の
都
県
�

平
成
１４
年
１０
月
１７
日（
木
）�

平
成
１４
年
１１
月
６
日（
水
）�

平
成
１４
年
１０
月
　
以
　
降
�

３
　
受
　
付
　
期
　
間
�

平
成
１
４
年
７
月
２
４
日
（
水
）
か
ら
平
成
１
４
年
８
月
２
３
日
（
金
）
ま
で
�

（
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
１
４
年
８
月
２
３
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。
）
�

���
（
１
）
第
１
次
試
験
�

　
　
平
成
１
４
年
９
月
２
２
日
（
日
）
（
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
４
０
分
か
ら
午
前
９
時
ま
で
。
）
�

　
　
山
梨
学
院
大
学
（
甲
府
市
酒
折
二
丁
目
４
－
５
）
�

�
（
２
）
第
２
次
試
験
�

（
１
）
第
１
次
試
験
�

　
　
　
全
試
験
職
種
に
つ
い
て
実
施
�

（
２
）
第
２
次
試
験
�

　
　
　
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
［
山
梨
県
］
及
び
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
に
つ
い
て
実
施
�

（
３
）
そ
　
の
　
他
�

　
　
　
受
験
資
格
の
有
無
、
申
込
書
記
載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
�

４
　
試
験
の
日
及
び
場
所
�

５
　
試
　
験
　
の
　
方
　
法
�

　
山
梨
県
以
外
の
都
県
に
お
い
て
も
、
試
験
科
目
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
示
さ
れ
る
。
�

第１回�第２回�

作
文
（
６
０
分
）
�

面
接

試
験

�

身
体

検
査

�

適
性

検
査

�

構
成
力
、
表
現
力
等
に
つ
い
て
文
章
に
よ
る
試
験
を
行
う
。
�

個
別
面
接
に
よ
り
、
人
物
に
つ
い
て
の
試
験
を
行
う
。
�

胸
部
疾
患
、
性
病
等
の
伝
染
性
疾
患
、
そ
の
他
の
疾
病
の
有
無
及
び
職
務
遂
行
上

必
要
な
身
体
的
条
件
を
満
た
す
か
否
か
に
つ
い
て
医
師
に
よ
り
検
査
す
る
。
�

（
検
査
項
目
別
掲
）
�

警
察
官
と
し
て
必
要
な
素
質
や
適
性
に
つ
い
て
検
査
す
る
。
�



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
三

検
査

項
目
�

体
力

検
査

�

関
節
及
び
五
指
の
運
動
�

聴
力
�

身
長

�

体
重

�

胸
囲

�

視
力
�

色
覚

�

基
準

区
　
　
　
分
�

山
梨

県
�

　
９
月
下
旬
に
山
梨
県
庁
の
掲
示
板
（
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ぎ
わ
）
に
合
格
者

の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

合
格
者
に
は
書
面
で
通
知
す
る
。
�

１
６
０
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
警
視
庁
の
場
合
は
、

概
ね
１
６
０
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と
。
）
�

４
７
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
警
視
庁
の
場
合
は
、

概
ね
４
８
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
。
）
�

７
８
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
警
視
庁
に
は
基
準
な

し
。
）
�

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
０
.６
以
上
又
は
両
眼
と
も
矯
正
視
力
が
１
.０
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
警
視
庁
の
場
合
は
、
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
０
.６
以
上
又
は
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が

概
ね
０
.１
以
上
で
矯
正
視
力
が
１
.０
以
上
で
あ
る
こ
と
。
）
�

正
常
で
あ
る
こ
と
。
�

正
常
で
あ
る
こ
と
。
�

そ
の

他
� 職
務
遂
行
上
支
障
が
な
い
こ
と
。
�

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。
�

敏
し
ょ
う
性
、
瞬
発
力
、
筋
力
、
持
久
力
、
柔
軟
性
等
に
つ
い
て
検
査
す
る
。
�

１
５
５
㎝
以
上
で
あ
る
こ

と
。
�

４
３
㎏
以
上
で
あ
る
こ

と
。
�

　
１
１
月
下
旬
に
山
梨
県
庁
の
掲
示
板（
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
ぎ
わ
）に
合
格
者
の
受
験
番
号

を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
第
２
次
試
験
受
験

者
全
員
に
試
験
の
結
果
を
書
面
で
通
知
す
る
。
�

　
山
梨
県
の
発
表
後
、
合
格
者
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
都
県
か
ら
書
面
で
通
知
す
る
。
�

　
山
梨
県
の
発
表
後
、
第
２
次
試
験
受
験
者

全
員
に
試
験
の
結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
都
県
か

ら
書
面
で
通
知
す
る
。
�

そ
の
他
の
都
県
�

第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
�

最
終
合
格
者
発
表
�

　
　
（
別
掲
）
身
体
・
体
力
検
査
項
目
�

※
　
掲
示
内
容
（
合
格
者
の
受
験
番
号
）
は
、
掲
示
後
、
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/）
に

　
掲
載
す
る
（
掲
載
期
間
は
、
掲
載
後
１
４
日
間
。
発
表
当
日
は
回
線
が
混
み
合
う
可
能
性
が
あ
る
）
。
�

　
　
な
お
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
応
じ
て
い
な
い
。
�

※
　
第
１
次
試
験
に
お
い
て
は
、
関
節
及
び
五
指
の
運
動
並
び
に
体
力
に
つ
い
て
検
査
し
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は

　
　
第
２
次
試
験
の
身
体
検
査
に
お
い
て
検
査
す
る
。
な
お
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
い
る
者
は
、
視
力
検
査

　
　
に
あ
た
り
保
管
ケ
ー
ス
を
持
参
す
る
こ
と
。
�

こ
の
採
用
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
口
頭
で
開
示
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

な
お
、
電
話
、
は
が
き
等
に
よ
る
請
求
で
は
開
示
で
き
な
い
の
で
、
受
験
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
学

生
証
又
は
身
分
証
明
書
、
運
転
免
許
証
、
受
験
番
号
票
等
）
を
持
参
の
う
え
、
受
験
者
本
人
が
直
接
開
示
場
所
へ
来
る
こ
と
。
�

６
　
合
格
者
の
発
表
�

７
　
試
験
結
果
の
開
示
�

身体検査�

警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
�

警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
�

志
望
区
分
�

試
　
験
�

開
示
内
容
�

開
示
期
間
�

開
示
場
所
�

総
合
得
点

及
び
順
位
�

人
事
委
員
会
事
務
局
�

開
示
請
求
で
き
る
者
�

第
１
次
試
験
�

第
１
次
試
験
�

第
２
次
試
験
�

不
合
格
者
�

受
験

者
�

山
梨
県
の
み
を
�

志
望
し
た
者
　
�

合
格
発
表
日
�

か
ら
１
月
間
�

山
梨
県
と
山
梨

県
以
外
の
都
県

を
併
せ
て
志
望

し
た
者
　
　
　
�

山
梨
県
を
第
１
志
望
と

し
、
か
つ
、
山
梨
県
で
不

合
格
と
な
っ
た
者
（
静
岡

県
を
第
２
志
望
と
し
、
か

つ
、
最
終
合
格
と
な
っ
た

者
は
除
く
。
）
�

各
都
県
の
最
終

合
格
発
表
日
�

か
ら
１
月
間
�

学
歴

�短
期

大
学

卒
�

高
等

学
校

卒
�

初
任

給
�

１
９
０
,０
０
０
円
�

１
７
４
,１
０
０
円
�

（
１
）
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
任
命
権
者
（
警
察
本
部
長
）
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
成
績
順
に
提

　
　
示
し
た
者
の
う
ち
か
ら
採
用
さ
れ
る
。
な
お
、
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
１
年
で
あ
る
。
�

（
２
）
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
１
５
年
４
月
以
降
で
あ
る
。
�

（
３
）
採
用
者
は
巡
査
に
任
命
さ
れ
、
警
察
学
校
に
入
校
し
て
一
定
期
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
勤
務
に
つ
く
。
�

（
１
）
給
料
月
額
（
山
梨
県
の
場
合
）
　
　
　
　
　
（
平
成
１
４
年
４
月
１
日
現
在
）
�

（
参
考
）
ア
　
各
都
県
に
よ
っ
て
給
与
に
若
干
の
差
が
あ
る
の
で
、
山
梨
県
以
外
の
初
任
給
に
つ
い
て
は
、
各
都
県
に
問

　
　
　
　
　
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
�

　
　
　
　
イ
　
会
社
、
官
庁
等
の
経
歴
の
あ
る
者
は
、
一
定
の
基
準
で
加
算
さ
れ
る
。
�

（
２
）
諸
手
当
�

　
　
　
期
末
・
勤
勉
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
等
が
条
件
に
よ

　
　
　
り
支
給
さ
れ
る
。
�

（
３
）
被
服
等
�

　
　
　
勤
務
に
必
要
な
制
服
、
制
帽
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
等
が
支
給
さ
れ
る
。
�

（
４
）
住
　
　
宅
�

　
　
　
各
地
域
に
独
身
寮
や
、
職
員
住
宅
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
�

８
　
合
格
か
ら
採
用
ま
で
�

９
　
給
　
　
与
　
　
等
�

※
山
梨
県
以
外
の
都
県
の
み
を
志
望
し
た
者
は
、
志
望
し
た
都
県
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
�



公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
四
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
八
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
古
　
　
屋
　
　
忠
　
　
彦

別
表
第
六
中

「

四
三
三

町
道
文
　
北
都
留
郡
上
野
原
町
上
　
南
進
す
　
終
日
　
　
上
野
原
　
平
成
一
四
年
四
月

教
線
　

野
原
三
、
二
〇
〇
番
地

る
車
両

四
日

先
（
ト
ン
ネ
ル
南
詰
交

告
示
第
一
八
号

差
点
北
側
）

」

を「

四
三
三

町
道
文

北
都
留
郡
上
野
原
町
上

南
進
す

終
日

上
野
原

平
成
一
四
年
四
月

教
線

野
原
三
、
二
〇
〇
番
地

る
車
両

四
日

先
（
ト
ン
ネ
ル
南
詰
交

告
示
第
一
八
号

差
点
北
側
）

四
三
四

県
道
甲
　
甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
　
南
進
す
　
終
日

甲
府

平
成
一
四
年
七
月

府
昇
仙

一
番
三
九
号
先
（
芙
蓉
　
る
車
両

八
日

峡
線

建
設
株
式
会
社
甲
府
支
　

告
示
第
三
四
号

店
西
側
）

四
三
五
　
市
道
　

甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
　
北
東
進
　
終
日
　

甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

三
番
一
六
号
先
（
吉
里
　
す
る
車
　

八
日

方
南
側
）

両
　

告
示
第
三
四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「

二
、
三
四
九
　
国
　
道

甲
府
市
上
今
井
町
二
二
九
番
地
先

三

南
甲

五
九
・
九
・
一
〇

三
五
八
　
（
南
甲
府
警
察
署
南
交
差
点
）

府

四
三
号

号
線

」

を

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
四

（
１
）
試
験
当
日
、
受
付
時
間
に
受
付
場
所
へ
遅
れ
た
者
は
受
験
で
き
な
い
。
�

（
２
）
試
験
当
日
は
、
受
験
票
、
筆
記
具
、
鉛
筆
削
り
及
び
昼
食
を
持
参
す
る
こ
と
。
�

　
　
（
な
お
、
筆
記
具
に
つ
い
て
は
、
解
答
を
機
械
で
読
み
取
る
の
で
、
濃
さ
は
Ｈ
Ｂ
と
し
、
先
が
細
い
も
の
や
ボ
ー
ル

　
　
　
ペ
ン
な
ど
の
書
き
直
し
の
で
き
な
い
も
の
は
不
可
。
ま
た
、
消
し
ゴ
ム
も
砂
消
し
な
ど
紙
を
破
損
す
る
恐
れ
の
あ

　
　
　
る
も
の
は
不
可
）
�

（
３
）
第
１
次
試
験
に
は
身
体
・
体
力
検
査
が
あ
る
の
で
、
運
動
着
（
半
そ
で
シ
ャ
ツ
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
）
及
び
上
履

　
　
き
用
運
動
靴
を
持
参
す
る
こ
と
。
�

（
４
）
携
帯
電
話
等
に
つ
い
て
、
試
験
中
の
使
用
（
時
計
代
わ
り
の
使
用
も
含
む
。
）
は
認
め
な
い
。
�

（
５
）
大
学
の
構
内
に
は
駐
車
で
き
な
い
の
で
、
電
車
、
バ
ス
等
を
利
用
す
る
こ
と
。
�

・
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
�

・
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
�

・
山
梨
県
内
各
警
察
署
�

〒
４００
－
８５０１

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
６
－
１
　
℡
　
０５５
－
２２３
－
１８２１

�

〒
４００
－
８５８６

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
６
－
１
　
℡
　
０５５
－
２３５
－
２１２１（

内
線
２６３２

）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０１２０

－
３１４８７４（

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）�

☆
　
受
　
験
　
手
　
続
�

■
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
■
�

（
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
１
４
年
８
月
２
３
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。
）
�

■
そ
　
の
　
他
■
�

申込方法と受験票交付�

持
参
に
よ
る
場
合
�
申
込
書
及
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
捺
印
の
う
え
、
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課

又
は
県
内
各
警
察
署
に
提
出
す
る
こ
と
。
�

受
験
票
は
申
込
み
の
際
に
確
認
の
う
え
交
付
す
る
。
�

申
込
書
及
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
捺
印
の
う
え
、
受
験
票
に
は
５
０
円
切
手

を
は
り
、
宛
て
先
を
明
記
す
る
こ
と
。
封
筒
の
表
に
「
警
察
官
Ｂ
受
験
」
と
朱
書
し
、

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
あ
て
に
必
ず
書
留
郵
便
で
送
る
こ
と
。
�

受
験
票
は
８
月
３
０
日
頃
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
郵
送
す
る
。
そ
れ
ま
で
に
到
着
し
な

い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
�

警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
で
は
、
申
込
書
の
「
第
１
志
望
、
第
２
志
望
を
記
入
す
る
欄
」
に
は
、

山
梨
県
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
の
な
か
か
ら
第
２
志
望
ま
で
記
入
で
き
る
。

た
だ
し
、
山
梨
県
以
外
の
都
県
を
第
１
志
望
と
し
た
場
合
に
は
、
山
梨
県
を
第
２
志
望

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
第
２
志
望
の
有
無
に
よ
っ
て
合
否
決
定
上
不
利
な

扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
�

　
受
験
票
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
申
込
み
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
タ
テ
６
㎝
、
ヨ
コ
５
㎝
、
上
半
身
、

脱
帽
正
面
向
き
の
も
の
）
を
受
験
票
に
は
り
、
試
験
当
日
に
必
ず
持
参
す
る
こ
と
。
受
験
票
に
写
真
を
は
っ
て
な

い
場
合
は
受
験
で
き
な
い
。
�

●
受
　
付
　
期
　
間
�

�●
受
　
付
　
時
　
間
�

平
成
１
４
年
７
月
２
４
日
（
水
）
か
ら
平
成
１
４
年
８
月
２
３
日
（
金
）
ま
で
�

（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
は
除
く
が
、
県
内
各
警
察
署
で
は
土
曜
日
及
び
日
曜
日
も
受
け
付
け
る
。
）
�

午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
�

郵
送
に
よ
る
場
合
�

志
望
の
方
法
�



「

二
、
三
四
九
　
国
道
三

甲
府
市
上
今
井
町
二
二
九
番
地
先（

四

南
甲

平
成
一
四
年
七
月

五
八
号

南
甲
府
警
察
署
南
交
差
点
）

府
　

八
日
告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

三
、
〇
七
八
　
市
　
道

韮
崎
市
藤
井
町
南
下
条
五
三
二
番
地

一

韮
崎

五
九
・
七
・
九

南
下
条

の
二
先
　

三
四
号

北
下
条

線

」

を「

三
、
〇
七
八

国
道
一
　
韮
崎
市
藤
井
町
南
下
条
五
三
二
番
地

三

韮
崎

平
成
一
四
年
七
月

四
一
号

の
二
先
（
藤
井
バ
イ
パ
ス
南
詰
交
差
　

八
日

点
）

告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

三
、
二
二
九
　
県
　
道
　
甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
一
番
三
四
号

三
　
甲
府
　
平
七
・
一
一
・
二

甲
府
昇
　
先
（
甲
府
西
高
校
入
口
交
差
点
）

告
示

仙
峡
線
　

第
六
一
号

（
塩
部

開
国
橋

線
）

」

を「

三
、
二
二
九
　
県
道
甲
　
甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
一
番
三
四
号

四
　
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

府
昇
仙
　
先
（
甲
府
西
高
校
入
口
交
差
点
）

八
日

峡
線
（

告
示
第
三
四
号

塩
部
開

国
橋
線

）

」

に
、

「

四
、
八
七
六

市
道
中

富
士
吉
田
市
松
山
一
丁
目
九
番
二
号

四
　
富
士
　
平
成
一
四
年
六
月

央
通
り
　
先
（
松
山
一
丁
目
）
交
差
点

吉
田

一
三
日

線
　

告
示
第
二
九
号

」

を「

四
、
八
七
六
　
市
道
中
　
富
士
吉
田
市
松
山
一
丁
目
九
番
二
号
　
四
　
富
士
　
平
成
一
四
年
六
月

央
通
り
　
先
（
松
山
一
丁
目
）
交
差
点

吉
田

一
三
日

線
　

告
示
第
二
九
号

四
、
八
七
七
　
市
道

甲
府
市
愛
宕
町
四
九
番
地
先
（
田
中

一
　
甲
府
　
平
成
一
四
年
七
月

商
店
前
）

八
日
告
示
第
三
四
号

四
、
八
七
八
　
県
道
甲
　
甲
府
市
大
津
町
一
、
〇
八
八
番
地
の
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

府
玉
穂
　
三
先
（
日
本
電
気
株
式
会
社
北
側
）

府

八
日

中
道
線
　

告
示
第
三
四
号

四
、
八
七
九
　
県
道
甲
　
甲
府
市
大
津
町
九
四
六
番
地
の
三
先

二

南
甲

平
成
一
四
年
七
月

府
玉
穂
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
第
二
駐
車
場
北
　

府
　

八
日

中
道
線
　
東
角
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
〇
　
県
道
甲
　
甲
府
市
大
津
町
九
〇
四
番
地
の
三
先
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

府
玉
穂
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
北
側
交
差
点
）

府
　

八
日

中
道
線
　

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
一
　
町
道
三
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
八
五
一
番
地
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

九
一
号
　
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
と
町
道
三
九

府
　

八
日

線

一
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
二
　
町
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
一
、
九
一
六
　
二
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

番
地
一
先
（
野
中
方
北
東
角
交
差
点

府
　

八
日

）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
三
　
町
道
竜
　
中
巨
摩
郡
竜
王
町
万
才
二
〇
九
番
地
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

王
田
中
　
二
先
（
野
田
武
方
南
西
角
交
差
点
）

府
　

八
日

線
　

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
四
　
町
道
玉
　
中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
一
、
六
三
　
二
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

川
万
才
　
〇
番
地
二
先
（
小
林
欣
一
方
北
側
交
　

府
　

八
日

線
　

差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
五
　
町
道
四
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
上
河
東
六
三
番
地
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

三
四
号
　
の
二
先
（
保
坂
哲
方
北
側
交
差
点
）

府
　

八
日

線
　

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
六
　
町
道
新
　
中
巨
摩
郡
竜
王
町
竜
王
新
町
一
、
九
　
二
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

町
本
通
　
九
九
番
地
九
先
（
株
式
会
社
ハ
ル
研
　

府
　

八
日

り
線
　

究
所
西
側
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
八
七
　
市
道
下
　
甲
府
市
下
鍛
冶
屋
町
四
一
三
番
地
先
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

鍛
冶
屋
　
（
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア
リ
　

府
　

八
日

西
油
川
　
ー
ナ
南
側
）

告
示
第
三
四
号

線

四
、
八
八
八
　
市
道
　

甲
府
市
大
里
町
三
、
〇
四
九
番
地
の
　
一
　
南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

五
六
先
（
大
里
第
三
団
地
集
会
所
北
　

府
　

八
日

東
角
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
五



四
、
八
八
九
　
市
道

甲
府
市
大
里
町
二
、
九
九
〇
番
地
の

一

南
甲

平
成
一
四
年
七
月

五
〇
先
（
大
窪
憲
政
方
北
西
角
交
差
　

府
　

八
日

点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
〇
　
町
道
三
　
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
下
三
条
一
、
三
九
　
二

南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

二
五
三
　
四
番
地
の
一
先
（
鷹
野
桂
方
北
東
角
　

府
　

八
日

号
線
　

交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
一
　
市
道

甲
府
市
太
田
町
一
〇
番
三
号
先
（
小
　
一

南
甲
　
平
成
一
四
年
七
月

松
方
北
東
角
交
差
点
）

府
　

八
日
告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
二
　
町
道
長
　
北
巨
摩
郡
高
根
町
五
反
田
二
七
二
番
　
一

長
坂
　
平
成
一
四
年
七
月

坂
高
根
　
地
先
（
扇
屋
商
店
前
交
差
点
）

八
日

線

告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
三
　
広
域
農
　
北
巨
摩
郡
長
坂
町
長
坂
下
条
一
、
三
　
一

長
坂
　
平
成
一
四
年
七
月

道
　

七
三
番
地
一
先
（
小
林
金
吾
方
畑
北
　

八
日

側
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
四
　
市
道

富
士
吉
田
市
下
吉
田
四
、
九
〇
一
番
　
二

富
士

平
成
一
四
年
七
月

地
の
五
先
（
武
藤
方
南
西
角
交
差
点
　

吉
田

八
日

）

告
示
第
三
四
号

四
、
八
九
五
　
市
道
武
　
富
士
吉
田
市
と
き
わ
台
二
丁
目
二
番

一

富
士

平
成
一
四
年
七
月

蔵
四
号
　
一
四
号
先
（
山
梨
ト
ヨ
タ
自
動
車
郡
　

吉
田

八
日

線
　

内
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
西
側
交
差
点
　

告
示
第
三
四
三
号

）

四
、
八
九
六
　
市
道

富
士
吉
田
市
小
明
見
二
、
九
四
九
番
　
二

富
士
　
平
成
一
四
年
七
月

地
の
三
七
先
（
明
見
第
二
駐
在
所
南
　

吉
田

八
日

側
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「

一
、
四
　
県
　
道

甲
府
市
西
下
条
町
一

一
、
三
一
〇

車
　
両

四
〇

南
甲

平
一
二
・

〇
一

甲
府
玉

、
三
四
七
番
地
の
一

（
原
付

府

三
・
一
三

穂
中
道
　
七
先
（
西
下
条
立
体
　

・
け
ん
　

告
示

線

ラ
ン
プ
合
流
部
）
か

引
②
③

第
一
四
号

ら
甲
府
市
大
津
町
二

を
除
く

、
一
三
〇
番
地
の
二

。）

先
（
山
梨
県
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
西
側
）

ま
で
の
両
側

」

を「

一
、
四

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町
一

一
、
三
一
〇

車
両（

五
〇

南
甲

平
成
一
四

〇
一

府
玉
穂

、
三
四
七
番
地
の
一
　

原
付
・
　

府
　

年
七
月
八

中
道
線

七
先
（
西
下
条
立
体

け
ん
引

日

ラ
ン
プ
合
流
部
）
か

①
②
③

告
示
第
三

ら
甲
府
市
大
津
町
二

を
除
く
　

四
号

、
一
三
〇
番
地
の
二

。）

先
（
山
梨
県
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
西
側
）

ま
で
の
両
側

」

に
、

「

一
、
五

国
道
三

西
八
代
郡
下
部
町
常

三
七
〇

車
両（

四
〇

市
川

平
成
一
四

五
四
　

〇
〇
号
　
葉
二
、
九
二
四
番
地
　

け
ん
引
　

年
四
月
二

（
旧
道
　
先
（
杉
之
木
橋
西
詰
　

②
③
を
　

五
日

）

交
差
点
）
か
ら
西
八
　

除
く
。

告
示
第
二

代
郡
下
部
町
常
葉
三
　

）

二
号

、
二
〇
六
番
地
先
（

常
葉
バ
イ
パ
ス
南
交

差
点
）
ま
で
の
両
側

」

を「

一
、
五

国
道
三

西
八
代
郡
下
部
町
常

三
七
〇

車
両（

四
〇

市
川

平
成
一
四

五
四
　

〇
〇
号
　
葉
二
、
九
二
四
番
地
　

け
ん
引
　

年
四
月
二

（
旧
道
　
先
（
杉
之
木
橋
西
詰
　

②
③
を
　

五
日

）

交
差
点
）
か
ら
西
八

除
く
。

告
示
第
二

代
郡
下
部
町
常
葉
三
　

）

二
号

、
二
〇
六
番
地
先
（

常
葉
バ
イ
パ
ス
南
交

差
点
）
ま
で
の
両
側

一
、
五

町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西

九
九
〇

車
両（

三
〇

南
甲

平
成
一
四

五
五

条
新
田
六
五
七
番
地
　

原
付
・
　

府
　

年
七
月
八

先
（
均
太
郎
甲
府
昭
　

け
ん
引
　

日

和
店
北
側
交
差
点
）

③
を
除
　

告
示
第
三

か
ら
中
巨
摩
郡
昭
和
　

く
。）

四
号

町
西
条
新
田
二
〇
五

番
地
先
（
塩
田
武
方

西
側
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

一
、
五
　
町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
　
四
八
〇
　

車
両（

三
〇

南
甲

平
成
一
四

五
六

条
一
、
九
五
六
番
地
　

原
付
・
　

府

年
七
月
八

の
八
先
（
昭
和
水
源
　

け
ん
引
　

日

地
交
差
点
）
か
ら
中
　

③
を
除
　

告
示
第
三

巨
摩
郡
昭
和
町
西
条

く
。）

四
号

新
田
五
五
八
番
地
先

（
相
山
一
弘
方
西
側

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
六



一
、
五

町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西

一
七
五
　

車
両（

三
〇

南
甲

平
成
一
四

五
七
　

条
二
、
四
五
〇
番
地
　

原
付
・
　

府
　

年
七
月
八

の
一
先
（
昭
和
水
源
　

け
ん
引
　

日

地
北
交
差
点
）
か
ら
　

③
を
除
　

告
示
第
三

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
　

く
。）

四
号

条
新
田
六
一
九
番
地

先
（
荊
沢
一
方
西
側

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

一
、
五

市
道
下

塩
山
市
下
塩
後
五
三
　
七
四
〇
　

車
両（

五
〇

塩
山

平
成
一
四

五
八
　

於
曽
四
　
三
番
地
の
一
先
（
下
　

原
付
・
　

年
七
月
八

一
号
線
　
塩
後
交
差
点
）
か
ら

け
ん
引
　

日

塩
山
市
下
於
曽
一
、

①
②
③
　

告
示
第
三

三
三
八
番
地
先
（
塩
　

を
除
く
　

四
号

山
市
民
病
院
入
口
交

。）

差
点
）
ま
で
の
両
側

一
、
五

市
道
大
　
富
士
吉
田
市
大
明
見

九
二
五

車
両（

四
〇

富
士

平
成
一
四

五
九
　

明
見
下
　
二
六
四
番
地
先
（
明

原
付
・

吉
田

年
七
月
八

の
水
線
　
見
第
一
駐
在
所
前
交

け
ん
引
　

日

差
点
）
か
ら
富
士
吉

②
③
を
　

告
示
第
三

田
市
小
明
見
二
、
九

除
く
。

四
号

四
九
番
地
の
三
七
先

）

（
明
見
第
二
駐
在
所

前
交
差
点
）
ま
で
の

両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
五
中

「

四
二
三

県
　
道

甲
府
市
西
下
条
町
一
、

四
八
〇

車
両

終
日

南
甲

平
一
二
・

甲
府
玉
　
三
四
七
番
地
の
一
七
先

府

三
・
一
三

穂
中
道

（
西
下
条
立
体
ラ
ン
プ
　

告
示

線
　

合
流
部
）
か
ら
甲
府
市

第
一
四
号

西
下
条
町
七
七
五
番
地

先
（
西
下
条
町
中
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「

四
二
三

削
除
　

平
成
一
四

年
七
月
八

日告
示
第
三

四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「

三
、
一
〇
〇

町
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
万
才
一
〇
七
番
地

南
甲
府

五
四
・
一
・
二
五

玉
川
万
　
土
肥
逸
所
有
ぶ
ど
う
園
北
側
　

三
号

才
線

」

を「

三
、
一
〇
〇

削
除
　

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

八
日
告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

三
、
一
〇
二

町
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
万
才
二
一
三
番
地

南
甲
府

五
四
・
一
・
二
五

玉
川
万

野
田
武
方
西
側
　

三
号

才
線

」

を「

三
、
一
〇
二

削
除

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

八
日
告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

五
、
九
七
一

市
　
道

甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
六
番
三
号
先

甲
　
府

五
九
・
一
・
一
九

（
石
柳
食
堂
前
）

二
号

」

を「

五
、
九
七
一

削
除
　

甲
府

平
成
一
四
年
七
月

八
日

告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

一
〇
、
三
九
九

町
道
下

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
八

南
甲
府

平
成
一
四
年
五
月

之
久
保
　
二
番
地
一
先
（
小
泉
駐
車
場
北
側
）

三
〇
日

西
小
学
　

告
示
第
二
八
号

校
線

」

を「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
七



一
〇
、
三
九
九

町
道
下

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
八

南
甲
府

平
成
一
四
年
五
月

之
久
保
　
二
番
地
一
先
（
小
泉
駐
車
場
北
側
）

三
〇
日

西
小
学

告
示
第
二
八
号

校
線

一
〇
、
四
〇
〇

市
道

甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
五
九
七
番
地

甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

の
一
先
（
甲
府
西
校
入
口
交
差
点
西
　

八
日

側
・
南
西
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
一
　
町
道
御
　
中
巨
摩
郡
敷
島
町
大
下
条
一
、
〇
三
　
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

岳
田
松
　
〇
番
地
先
（
㈲
敷
島
陸
送
北
側
・
西
　

八
日

ヶ
尾
線
　
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
二
　
町
道
御
　
中
巨
摩
郡
敷
島
町
大
下
条
九
二
九
番

甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

岳
田
松
　
地
の
三
先
（
大
村
進
五
方
北
側
・
東
　

八
日

ヶ
尾
線
　
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
三

市
道
丸
　
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
九
番
三
号
先

甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

の
内
五
　
（
月
極
駐
車
場
南
側
・
東
進
車
両
）

八
日

号
線
　

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
四

市
道
丸
　
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
七
番
一
一
号

甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

の
内
五
　
先
（
佐
藤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
北
側
・
　

八
日

号
線

西
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
五

市
道

甲
府
市
池
田
三
丁
目
一
一
番
一
三
号
　
甲
府
　

平
成
一
四
年
七
月

先
（
丸
茂
優
子
方
南
側
・
東
進
車
両
　

八
日

）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
六

市
道
　

甲
府
市
池
田
三
丁
目
七
番
八
号
先（

甲
府

平
成
一
四
年
七
月

中
田
元
信
方
北
側
・
西
進
車
両
）

八
日

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
七
　
市
道
八

甲
府
市
大
津
町
九
四
六
番
地
の
三
先

南
甲
府
　
平
成
一
四
年
七
月

六
〇
号
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
第
二
駐
車
場
北
　

八
日

線
　

東
角
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
八
　
市
道
一

甲
府
市
大
津
町
九
四
六
番
地
の
三
先

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

二
六
一
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
第
二
駐
車
場
北
　

八
日

号
線
　

東
角
交
差
点
・
東
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
〇
九

市
道
一
　
甲
府
市
大
津
町
九
五
七
番
地
の
一
先

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

二
六
一
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
第
二
駐
車
場
北
　

八
日

号
線
　

西
角
交
差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
〇
　
市
農
道
　
甲
府
市
大
津
町
三
〇
番
地
の
一
先（

南
甲
府
　
平
成
一
四
年
七
月

二
四
一
　
石
原
琢
磨
方
南
西
角
交
差
点
・
南
進
　

八
日

六
号
線
　
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
一

市
道
一
　
甲
府
市
大
津
町
九
〇
四
番
地
の
三
先
　
南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

一
一
九
　
（
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
北
側
・
南
進
車
　

八
日

号
線
　

両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
二

町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
田
一
一
八

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

番
地
先
（
テ
ル
モ
株
式
会
社
甲
府
工
　

八
日

場
北
西
角
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
三

公
園
管

東
八
代
郡
中
道
町
下
向
山
一
、
一
二

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

理
用
道
　
六
番
地
の
一
先
（
町
道
と
の
丁
字
路
　

八
日

路
　

交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
四
　
町
道
二

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
一
、
〇
九
二

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

九
八
号
　
番
地
先
（
河
西
か
す
み
堤
公
園
南
西
　

八
日

線
　

角
交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
五

町
道
二
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
一
、
〇
八
一
　
南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

九
八
号
　
番
地
の
一
先
（
東
京
三
菱
部
品
販
売
　

八
日

線
　

株
式
会
社
北
東
角
交
差
点
・
北
進
車

告
示
第
三
四
号

両
）

一
〇
、
四
一
六
　
町
道
四

中
巨
摩
郡
昭
和
町
紙
漉
阿
原
二
、
三

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

一
八
号
　
七
九
番
地
の
一
先
（
小
林
方
南
西
角
　

八
日

線
　

交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
七
　
町
道
四
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
紙
漉
阿
原
二
、
三

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

一
八
号
　
九
四
番
地
先
（
㈲
米
山
カ
ッ
タ
ー
北
　

八
日

線
　

東
角
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
八
　
町
道
四
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
紙
漉
阿
原
二
、
三

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

一
七
号
　
九
〇
番
地
先
（
中
田
方
南
西
角
交
差
　

八
日

線
　

点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
一
九
　
町
道
四

中
巨
摩
郡
昭
和
町
紙
漉
阿
原
二
二
〇

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

一
七
号
　
番
地
の
一
先
（
清
水
方
北
東
角
交
差
　

八
日

線
　

点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
二
〇
　
市
道

甲
府
市
里
吉
二
丁
目
二
番
八
号
先（

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月

佐
藤
方
南
東
角
交
差
点
・
東
進
車
両
　

八
日

）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
二
一

広
域
農

北
巨
摩
郡
長
坂
町
長
坂
下
条
一
、
三

長
坂

平
成
一
四
年
七
月

道
　

七
三
番
地
一
先
（
小
林
金
吾
方
畑
北
　

八
日

側
交
差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
二
二

市
道

富
士
吉
田
市
下
吉
田
四
、
九
〇
一
番

富
士
吉

平
成
一
四
年
七
月

地
の
五
先
（
武
藤
方
南
西
角
交
差
点

田
　

八
日

・
南
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
二
三

市
道

富
士
吉
田
市
小
明
見
三
、
〇
〇
〇
番

富
士
吉

平
成
一
四
年
七
月

地
の
三
先
（
明
見
第
二
駐
在
所
南
側
　
田
　

八
日

交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

一
〇
、
四
二
四
　
市
道

富
士
吉
田
市
小
明
見
三
、
〇
〇
〇
番

富
士
吉

平
成
一
四
年
七
月

地
の
四
先
（
明
見
第
二
駐
在
所
南
側
　
田
　

八
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
八



交
差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
三
四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「

一
、
二
八
六

国
道
三
　
西
八
代
郡
下
部
町

一
、
七
二
〇

車
両
　
終
日

市
川

平
成
一
四

〇
〇
号
　
常
葉
二
八
一
番
地

年
四
月
二

（
旧
道

先
（
望
月
敦
方
北
　

五
日

）

側
交
差
点
）
か
ら
　

告
示
第
二

県
道
甲

西
八
代
郡
下
部
町
　

二
号

斐
常
葉

常
葉
三
、
二
〇
六

停
車
場

番
地
先
（
常
葉
バ

線

イ
パ
ス
南
交
差
点

）
ま
で
の
両
側

」

を「

一
、
二
八
六

国
道
三

西
八
代
郡
下
部
町

一
、
七
二
〇

車
両

終
日

市
川

平
成
一
四

〇
〇
号

常
葉
二
八
一
番
地
　

年
四
月
二

（
旧
道

先
（
望
月
敦
方
北
　

五
日

）

側
交
差
点
）
か
ら
　

告
示
第
二

県
道
甲

西
八
代
郡
下
部
町
　

二
号

斐
常
葉

常
葉
三
、
二
〇
六

停
車
場
　
番
地
先
（
常
葉
バ

線
　

イ
パ
ス
南
交
差
点

）
ま
で
の
両
側

一
、
二
八
七

市
道
下

塩
山
市
下
塩
後
五

七
四
〇

車
両

終
日

塩
山

平
成
一
四

於
曽
四

三
三
番
地
の
一
先
　

年
七
月
八

一
号
線
　
（
下
塩
後
交
差
点
　

日

）
か
ら
塩
山
市
下
　

告
示
第
三

於
曽
一
、
三
三
八
　

四
号

番
地
先
（
塩
山
市

民
病
院
入
口
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

一
、
二
八
八

市
道
大

富
士
吉
田
市
大
明

九
二
五

車
両

終
日

富
士

平
成
一
四

明
見
下
　
見
二
六
四
番
地
先

吉
田

年
七
月
八

の
水
線
　
（
明
見
第
一
駐
在
　

日

所
前
交
差
点
）
か
　

告
示
第
三

ら
富
士
吉
田
市
小
　

四
号

明
見
二
、
九
四
九

番
地
の
三
七
先
（

明
見
第
二
駐
在
所

前
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「

一
五
九

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字
村
西
一
、
二

南
甲
府

平
成
一
四
年
五
月
三
〇

島
田
富

四
六
番
地
の
一
先
（
釜
無
川
工
業
団
地
　

日

線
　

入
口
交
差
点
）
か
ら
中
巨
摩
郡
竜
王
町
　

告
示
第
二
八
号

西
八
幡
三
、
六
六
八
番
地
先
（
竜
王
西

小
学
校
北
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道

（
一
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「

一
五
九

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字
村
西
一
、
二

南
甲
府

平
成
一
四
年
五
月
三
〇

島
田
富
　
四
六
番
地
の
一
先
（
釜
無
川
工
業
団
地
　

日

線

入
口
交
差
点
）
か
ら
中
巨
摩
郡
竜
王
町
　

告
示
第
二
八
号

西
八
幡
三
、
六
六
八
番
地
先
（
竜
王
西

小
学
校
北
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道

（
一
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

一
六
〇

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町
一
、
三
四
七
番
地
の

南
甲
府

平
成
一
四
年
七
月
八
日

府
玉
穂
　
一
七
先
（
西
下
条
立
体
ラ
ン
プ
合
流
部
　

告
示
第
三
四
号

中
道
線

）
か
ら
甲
府
市
大
津
町
二
、
一
三
〇
番

地
の
二
先
（
山
梨
県
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー
）
ま
で
の
両
側
歩
道
（
一
、
三
一
〇

メ
ー
ト
ル
）

一
六
一

市
道
下

塩
山
市
下
塩
後
五
三
三
番
地
の
一
先（

塩
山

平
成
一
四
年
七
月
八
日

於
曽
四
　
下
塩
後
交
差
点
）
か
ら
塩
山
市
下
於
曽
　

告
示
第
三
四
号

一
号
線
　
一
、
三
三
八
番
地
先
（
塩
山
市
民
病
院

入
口
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道
（
七

四
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
三
中

「

三
一

県
道
韮

中
巨
摩
郡
若
草

二
　

南
甲
　
平
成
一
三
年
一

崎
櫛
形

町
鏡
中
条
二
、

府
　

二
月
二
七
日

豊
富
線
　
一
六
一
番
地
の
　

小
笠

告
示
第
五
五
号

（
新
山

一
先
（
本
線
合
　

原

梨
環
状

流
部
）
か
ら
中

道
路
内
　
巨
摩
郡
田
富
町

回
り
）

臼
井
阿
原
一
、

六
四
一
番
地
の

七
先
（
本
線
分

離
部
）
ま
で
（

一
、
〇
二
〇
メ

ー
ト
ル
）

」

を

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
六
九



「

三
一

県
道
韮

中
巨
摩
郡
若
草
　
二

南
甲

平
成
一
三
年
一

崎
櫛
形
　
町
鏡
中
条
二
、

府
　

二
月
二
七
日

豊
富
線
　
一
六
一
番
地
の
　

小
笠

告
示
第
五
五
号

（
新
山

一
先
（
本
線
合
　

原

梨
環
状

流
部
）
か
ら
中

道
路
内
　
巨
摩
郡
田
富
町

回
り
）

臼
井
阿
原
一
、

六
四
一
番
地
の

七
先
（
本
線
分

離
部
）
ま
で
（

一
、
〇
二
〇
メ

ー
ト
ル
）

三
二

国
道
一

甲
府
市
向
町
二
　
三

同
区
間

同
交
差

車
両

南
甲

平
成
一
四
年
七

四
〇
号
　
九
二
番
地
の
一

の
う
ち

点
か
ら
　

府
　

月
八
日

先
（
向
町
二
交

、
道
路

北
へ
四

告
示
第
三
四
号

差
点
）
か
ら
北

標
識
又
　
五
メ
ー

方
へ
四
五
メ
ー
　

は
道
路
　
ト
ル
の

ト
ル
の
区
間
　

標
示
（

区
間

以
下
「

道
路
標

示
等
」

と
い
う

。
）
で

示
し
た

区
間
で

道
路
標

示
等
に

よ
り
示

さ
れ
た

進
行
方

向
別
区

分
に
よ

る
。

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
三
中

「

六
四

県
　
　
道
　
甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
一
番
三
四
号
先
　
一
　
六
一
・
四
・
一
七

甲
府
昇
仙
　
（
甲
府
西
高
校
入
口
交
差
点
）

一
五
号

峡
線

（
塩
部
開

国
橋
線
）

」

を「

六
四

県
道
甲
府

甲
府
市
下
飯
田
三
丁
目
一
番
三
四
号
先
　
四
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

昇
仙
峡
線
　
（
甲
府
西
高
校
入
口
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

（
塩
部
開

国
橋
線
）

」

に
、

「

三
二

国
　
　
道

甲
府
市
上
今
井
町
七
〇
七
番
地
の
一
先
　
三

五
九
・
九
・
一
〇

三
五
八
号
　
（
南
甲
府
警
察
署
南
交
差
点
）

四
三
号

線

」

を「

三
二

国
道
三
五

甲
府
市
上
今
井
町
七
〇
七
番
地
の
一
先
　
四
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

八
号
　

（
南
甲
府
警
察
署
南
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

」

に
、

「

一
四
三

県
道
敷
島

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九
一
　
四

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

田
富
線
　

番
地
三
先
（
玉
川
西
）
交
差
点
　

告
示
第
二
八
号

」

を「

一
四
三

県
道
敷
島
　
中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九
一
　
四
　
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

田
富
線
　

番
地
三
先
（
玉
川
西
）
交
差
点

告
示
第
二
八
号

一
四
四
　
県
道
甲
府
　
甲
府
市
大
津
町
一
、
〇
八
八
番
地
の
三
　
一
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

玉
穂
中
道
　
先
（
日
本
電
気
株
式
会
社
北
側
）

告
示
第
三
四
号

線

一
四
五
　
県
道
甲
府

甲
府
市
大
津
町
九
四
六
番
地
の
三
先
（

二
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

玉
穂
中
道

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
第
二
駐
車
場
北
東
角
　

告
示
第
三
四
号

線
　

交
差
点
）

一
四
六
　
県
道
甲
府
　
甲
府
市
大
津
町
九
〇
四
番
地
の
三
先
（

一
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

玉
穂
中
道
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
北
側
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

線

一
四
七
　
県
道
甲
府
　
甲
府
市
西
下
条
町
七
七
五
番
地
先
（
西
　
四
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

玉
穂
中
道
　
下
条
町
中
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

線

一
四
八

県
道
甲
府

甲
府
市
大
津
町
一
、
〇
八
八
番
地
の
三
　
四
　
平
成
一
四
年
七
月
八
日

玉
穂
中
道
　
先
（
大
津
町
交
差
点
）

告
示
第
三
四
号

線

」

に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
二
号
　
　
平
成
十
四
年
七
月
八
日

三
七
〇

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
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一
丁
目
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番
一
号
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刷
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